
 ●実証開始時期 令和７年１０月頃から（全国の消防本部）
 ●マイナ救急の流れ

マイナ救急
事業開始

 筑後市消防本部では、救急車を必要とする傷病者等の同意を基本として、
マイナ保険証から通院履歴などの医療情報を把握し、救急業務に活用します。

事業概要

期待される効果

必要な準備

 いつ、救急車を呼ぶことになるか分かりません。
 皆さん自身の命を守るためにも、

 マイナ保険証の携行にご協力をお願いします！

※マイナンバーカードを所有し、かつ、健康保険  
 証の利用登録（紐づけ）が完了している必要が
 あります。



マイナ救急の活用事例

かかりつけ医療機関への搬送につながったケース 医療機関の事前準備に繋がったケース

活用事例 苦しさのため傷病者の説明が不明確だった事例 意識がもうろうとし、意思疎通が困難であった事例

通報内容 全身のだるさがあり、息苦しさが治まらない 足がふらつき、意識もうろうの状態

現場における生の声

マイナ救急とは？（以下の二次元コードから約５０秒の説明動画をご覧いただけます。）

【実証事業における活用事例及び現場の声】

救急隊到着時
の現場状況

傷病者の話にまとまりがなく、詳しい症状を聞くこと

ができなかった。かかりつけ医療機関の記憶もあいま

いで、具体的な病歴も本人は覚えていなかった。

傷病者は意識もうろうの状態であり、意思疎通が困難
な状況

救急隊の
活動内容

本人からマイナ保険証の提示があり、マイナ救急によ

り、かかりつけ病院と薬剤情報を閲覧。薬剤情報から

慢性腎不全ということが判明し、かかりつけ病院に連

絡し、搬送した。

マイナ救急により確認できた薬剤情報から、消化管出
血による貧血を疑い、緊急内視鏡及び緊急輸血可能な
医療機関を選定し搬送した。

マイナ救急の
有用性

傷病者の苦しみにより救急隊に口頭で説明できない状
況においても、マイナ救急を実施することにより、か
かりつけ医療機関へ搬送することができた。

マイナ救急を実施することにより、飲んでいる薬が分

かり、その薬の効果や症状から病名を推測し、適切な

医療機関を選定することができた。また、搬送先医師

からは、「服薬情報を事前に得られたため、緊急オペ

などの事前準備ができた」と感嘆された。

【救急隊の声】
〇高齢の夫婦のみで、情報収集が困難だったが、マイナ保険証から情報が取得できた。
〇外出先の事故でお薬手帳を所持していなかったが、薬剤情報が分かった。

【傷病者の声】
〇お薬手帳が見当たらず、マイナ保険証が役に立ってよかった。
〇慌てて思い出せない情報も、マイナ救急で伝えられるので助かりました。
〇糖尿病の持病があり、意識がなくなる可能性もあったのですが、持病が伝えられました。

※マイナ救急に使用するシステムで救急隊員が閲覧できるのは、氏名や住所
等の券面上の情報と受信歴や薬剤情報などの医療機関情報だけです。税金や
年金など、救急活動に関係のない情報は閲覧できません。

    筑後市消防本部 警防課救急救助担当
    TEL ０９４２－５２－２０２０

マイナ救急は

暗証番号も

顔認証も不要だよ！


